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　Web API（ウェブ・アプリケーション・プログラ
ミ ン グ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス ）は， 図1の よ う に
HTTPを用いてネットワーク越しに機能を呼び出す
アプリケーション（システム）間インターフェースの
ことです．ECサイトの決済機能や動画配信サービ
スなど，インターネット・サービスの裏側で広く使
われています．
　Web APIは，データ・サイエンスの分野でも，
データ収拾のときには欠かせないツールです．本章
では，Web APIの基礎知識から検索/発見方法まで
を解説します． （編集部）

データ集めはWeb API×Python
がお勧め

● データ・サイエンスで重要なのはユニークな
データが集められるかどうか

データ・サイエンティストとして活躍できるフィー
ルドの大きさは，欲しい分野のデータにアクセスでき
るかどうかで変わります．
　データ・サイエンスでは，インターネットからさま
ざまなデータを集めるときに，インターネット・アプ
リケーションを独自に開発することがよくあります．
価値のあるユニークなデータを入手できれば，データ
から未知の因果関係やパターンの発見に役立ちます．

●「Python」と「Web API」を組み合わせて使う
のがお勧め

▶Pythonがお勧めの理由
Pythonは，インタープリタ型のプログラミング言

語の1つで，ウェブ・アプリケーションの開発や機械
学習，統計処理をはじめとしたさまざまな処理で使わ
れています．もちろんデータ・サイエンスの分野でも
よく使われています．
　Pythonは，インターネット上に膨大なライブラリ
やコード・スニペット（コードの断片）が公開されて
いるので，それらを参考にすれば，初心者でもコー
ディングしやすい環境が整っています．

▶Web APIとの組み合わせがお勧めな理由
海外にある大学のデータ・サイエンスの講義では，

Web APIの検索/発見方法を学びます．Web APIを
数多く知っていれば，Pythonプログラムで実現でき
ることの幅を広げ，Pythonプログラミング・スキル
の価値を高めます．
　例えば，ウェブ・サーバからデータを取得するとき
は，図1のようなWeb APIをインターフェースとし
てデータのやり取りをします．Pythonライブラリや
コード・スニペットを利用すれば，このようなプログ
ラムを20行程度で作ることもできます．

● Web APIは複数を組み合わせて使ってもOK
Web APIでできることは，図1のようにサーバか

らデータを受け取るだけではありません．複数の
Web APIを組み合わせれば，新しいサービスを構築
することもできます．
　みなさんが使っているスマートフォンのアプリや機
能の多くでWeb APIが利用されています．ECサイト
の決済機能や動画配信サービスでも，その裏では
Web APIが動いています．具体的には，Web APIの
リクエストに応じてサーバ上のプログラムで処理し
て，その結果のデータを端末に返しています．
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図1　Web APIの働きのイメージ
ウェブ技術を使って構築されたAPI（Application Programming Interface）
の一種．Web APIのリクエストに応じてウェブ・サーバ上のプログラム
を実行し，結果をデータとしてPCに返す
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